
令和７年留萌市教育委員会第１０回定例会会議録 

 
 
１ 開 会 日 時   令和７年１０月２７日（月）午後０時５６分から 
 
２ 開 催 場 所   留萌市役所３・４号会議室 
 
３ 出 席 者   教   育   長   高 橋 一 浩 
              委       員   室 本 直 俊 

委       員   海 東 剛 哲 
委       員   今   美 樹 

 
４ 欠 席 者   委       員   住 吉 智 也 
 
 
５ 出 席 事 務 局 職 員   教 育 部 長   吉 田 博 幸 
              教 育 政 策 課 長   真 鍋   磨 
              参事（教育環境推進担当）   松 本   洋 
              生 涯 学 習 課 長   百 瀬 雅 和 
              子 育 て 支 援 課 長   中 村 美 幸 
              子ども発達支援センター長   五十嵐 聖 哲 
              教育政策課企画総務係長   小 畑 陽 子 
 
６ 傍   聴   者   なし 
 
７ 教育長の報告の要旨   別紙のとおり 
 
８ 議 事 日 程   別紙のとおり 
 
９ 議題及び議事の大要   別紙のとおり 

  



 



令和７年留萌市教育委員会第１０回定例会 議事日程 
 

日 程 事 件 番 号 事     件     名 結果 

１ 議案第１８号 
令和７年度教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検・評価報告書について 
 

 

  



発言者 発言内容 

高橋教育長  ただいまから、「令和７年留萌市教育委員会第 10 回定例会」

を開催いたします。 

 本日は、住吉委員より欠席の届出がありましたので、御報告

いたします。 

 なお、本日の議事署名委員は海東委員にお願いしたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 はじめに、教育長の業務報告になりますが、お手元に配付し

ております資料に基づきまして、報告いたします。 

～ 業務報告 ～ 

 ただいまの報告に対しまして、質疑等はございませんか。 

 それでは、議案審議に入ります。 

 日程１、報告第 18 号「令和７年度教育に関する事務の管

理及び執行の状況の点検・評価報告書について」を議題とい

たします。 

 事務局からの説明を求めます。教育部長。 

吉田教育部長  日程１、議案第 18 号、「令和７年度教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検・評価報告書」について、御説明いたし

ます。 

 本件に関しましては、令和７年９月 26 日開催の第９回教育

委員会定例会において協議第４号として御協議いただいた内

容につきまして、教育に関して学識経験を有する者として選

任いただきました、安達仁氏並びに関根智氏の両名に確認・点

検の上、感想、意見としていただいた内容を付し、改めて教育

委員会にお諮りをし、御承認の上、留萌市議会に提出するもの

となってございます。 

 内容につきましては、「学識経験者の意見」として、33 ペー

ジに記載させていただいております。 

１の「教育委員会（委員）の活動状況について」の意見とし

ては、「教員のストレスチェックについて、生徒・保護者との

関係やその他にもあるであろう日々のストレスに対し、現場

の諸先生方が安心して教育の現場に臨める環境をますます整

備していってほしい。」、「長期的なビジョンを持ちながらも、

中期的・短期的な評価・改善のサイクルに則って活動を進めて

いくことが大切である。」、２の「教育委員会（事務局）個別の

事務事業などについて」の主な意見としましては、点－４の特

別支援教育推進事業に関して、「児童生徒数が減少しているに

も関わらず、障がいとされる事象の多様化により障がいを持

つ児童生徒は増えているように思える。教員志望者の減少な

どから、近年、教員の確保自体が困難となってきているが、支

援を必要とする児童生徒のための担当教諭と補助教員の増強

を強く進めてほしい。」、点－32 のスクールガードリーダー配



置事業に関して、「留萌のような小さな田舎町ですら、登下校

中の子どもが車越しに声をかけられたり後をつけられる事案

をよく耳にする。保護者が安心して子どもを家から送り出せ

る環境をつくる上でスクールガードリーダーの選任は急務で

あり、また、民生委員との連携等も含め、全市で進める事業だ

とも考える。」、「点検結果一覧では、教育政策課の評価がＡの

割合が少ないと感じた。子どもの成長を一番の目的にしてい

る教育現場では、その成果を数値に表すこと自体が難しいが、

自信を持って推進している事業ばかりであると思うので、成

果の上がっていると思われるものは良い評価にしてもいいの

ではないか。」といった意見をいただいたところです。 

３総評といたしまして、「コロナ禍を経て、学校の在り方は

大きく変化し、1人 1台のパソコンは、学校に通うのが様々な

要因で難しい児童生徒に対し、リモートという形での助けに

もなっている。また、体育や文化方面でのイベントも規模は縮

小したものの復活していることは喜ばしい。従来行われてい

た教育の在り方と、コロナ後の教育を考える上で、子どもたち

が受ける教育のレベルに過不足はないのか、検証はこれから

なのだと思うが、コロナ禍のストレスから解放されつつある

子どもたちへの教育が、コロナ以前と同様であることを強く

望む。」、「膨大な評価票になっており、大変な事務作業である

と思うが、有効性・目的妥当性・効率性の観点で、正当に評価

されている。」、「先生方からの意見や要望等をしっかりと受け

止め、反映させると留萌市の教育活動がさらに良いものにな

ると思う。そのためにできるだけ多く教育現場へ足を運び、状

況を感じ取ることが大切である。」といった意見をいただいた

ところでございます。 

これらの評価や意見について修正などがなければ、「令和７

年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価報

告書」とし、地方行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の

規定に基づき、留萌市議会への提出及び公表といたしますの

で、併せて御審議をお願いいたします。 

高橋教育長  それでは、質疑に入ります。 

ただいまの説明に対しまして、御意見等はございません

か。 

特にないようですので、議案第 18 号は、このように決定

させていただきます。 

続きまして、事務局からの報告事項に入ります。 

事務局から順次報告をお願いします。 

～ 各課からの報告 ～ 

以上をもちまして、令和７年留萌市教育委員会第 10 回定

例会を閉会いたします。 

終了 午後１時３２分 



 

教 育 長    

 

署名委員    


